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.Abstract.   

私達は粉薬の苦味が強いことに着目し、スーパーなどで手軽に購入できる身近な食べ物と一緒

に飲むことで、苦味の緩和が期待できるのではないかと考えた。そこで、実験において緑茶粉末

で薬の苦味成分を再現し、バニラアイス、みかんゼリー、いちごジャム、氷の4種類を使用して実

験を行った。私達は、最も効果があるのはバニラアイスであるという仮説を立てて、緑茶粉末をそ

のまま飲んだときとこれらを一緒に飲んだ時を比較して、対象者7名に苦味の緩和効果を5段階評

価してもらうという実験を行った。これより、バニラアイスが最も苦味を抑えることが分かり、苦味を

抑制するには、冷たさや脂肪分、糖分が関係していると考えた。 

.Keyword.  薬/飲みやすさ/ 
 

１．序論 

（１）研究背景 

　粉薬が苦く飲みにくいことに着目し、特定の食べ物

によって苦味の感じ方を軽減することができるのでは

ないかと考えた。 

 

（２）研究の目的 

　夜に熱を出した際など、病院に行くことが困難な緊

急時でも対応できるようにスーパーで買うことができる

ものを材料として選んだ。また、薬の苦手意識を軽減

し、毎回決まった量を飲むことができるようにすること

が研究の目的である。 

 

（３）先行研究 

　宮崎県立延岡高等学校SSH課題研究論文集より 

「様々な飲み物による薬の飲み方を追求」を参考に先

行研究を行った。この研究から、体内への薬の効果

は薬の溶ける速度にほとんど関係がないことが分かっ

た。また、飲み物に含まれる成分と胃の中に含まれる

成分が化学反応を起こしている事が分かった。 

 

（４）研究仮説 

　甘いものと苦いものを一緒に食べると苦味が軽減さ

れた、また冷たいものを食べると味を感じにくくなった

という経験から、アイスが一番苦味を軽減すると考え

た。また、アイスは他の食べ物とは違い、溶けやすい

ので口の中で薬を包んでくれるようなはたらきがある

のではないかと考えた。 

 

 

 

 

２．調査方法 

　   実験方法 

　この研究では対象者７名に協力してもらい、１人約７

回ずつ実験を行った。 

（１）緑茶粉末0.45gを配布し、そのまま飲んで、苦みを

覚えておく。 

（２）口をゆすぎ、口の中の緑茶粉末を流したあと、食

べ物をまず口に含み、緑茶粉末0.45gも一緒に含む。 

（３）（１）と（２）を比べてどのくらい苦みが緩和されたか

を下の5段階評価で行った。 

　　　1点…苦味を感じなくなった 

　　　2点…苦味を概ね感じなくなった 

　　　3点…苦味はあまり変わらない 

　　　4点…苦味は変わらない 

　　　5点…苦味が増した 

（４）（１）〜（３）をバニラアイス、みかんゼリー、いちご

ジャム、氷でそれぞれ行う。 

この実験を行う際、薬の中の苦みを感じる原因となる

物質の中で、カフェインに着目し、参考とする解熱剤

21種類を調べた。その結果、カフェインの平均含有量

44.1mgであり、それに近い粉末を探したところ、カフェ

イン含有量40ｍｇである緑茶粉末を選んだ。一緒に飲

むことで化学反応が起きるものは除外し、一般的に

スーパーなどで気軽に購入できるという条件で一緒に

食べるものを選んだ。 
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３．結果 

 

 

 

　　　　　　　　　　　   図1 

 

　　　　　　　　　　図2 

　対象者7人、1人あたり約7回の実験を行った。図1は

5段階評価の平均値を表している。この図から、アイス

9.0g（プラスチックスプーン約5杯分）の平均値が最も

低く、ゼリー8g（棒状ゼリー半分）が最も高いことが分

かる。また、図2は最大値、最小値、四分位数であり、

このばらつきが大きいほど個人差が大きいことを示し

ている。この図から、アイス9.0gが最も個人差が小さ

く、ゼリー3gのばらつきが最も大きいことが分かった。 

 

４．考察 

　バニラアイス9.0ｇが最も苦味を抑えられており、個人

差が小さいことの要因は、冷たさで苦味を感じにくくさ

せ、さらに糖分や脂肪分が多く含まれているからであ

ると考える。また、バニラアイスに含まれる脂肪分や糖

分が苦味成分を包み、口当たりをまろやかにする効

果があったからだと考えられる。 

　一方で、氷が苦味を抑えられなかったのは、氷は冷

たいだけであり、バニラアイスと異なり甘味や脂肪分を

含んでいないため、苦味を抑える効果がなかったと考

えられる。冷たさによって一時的に苦味を感じにくく

なったものの、成分自体が苦味を和らげる作用を持っ

ていないため、苦味を抑えることはできなかったと考え

られる。 

また、みかんゼリーは、量を変えても苦味の軽減はさ

れにくく、個人差が大きい要因は、ゼリーにはバニラ

アイスほどの糖分や脂肪分が含まれていないことや、

バニラアイスほど冷たくないことが関係すると考えられ

る。 

　いちごジャムの個人差が大きいのは、冷たさがバニ

ラアイスに比べて欠けていたことや甘味や粘度に対す

る感じ方に関係があると考えられる。 

 

５．結論 

　これらの実験によって、甘味と冷たさが苦味を抑える

のに最も有効であると考えられる。また、解熱剤を飲

む際にはアイス9.0g（プラスチックスプーン5杯程度）と

一緒に飲むことで副作用などを引き起こさずに飲むこ

とができると考えられる。 
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